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このダムはヂヘランの蘭方約側重醐の所にある帥

1B大使館の川村書記官の案内でここにけイフした堀

郊外に出るとすぐ砂漠でところどころに放牧の羊が見

られる拙劣亨チの町から北に…⊥…にはいるのであるが

その谷にはわずかな水が流れ水路にそって樹木がみも

れ谷をの潟は休8で(イり剛柵は金鮒はある)テ

ヘランの人碍がこのこかげに自動車で乗りつけ一基団ら

ん巾である｡われわれ1ヨ本人から屍ると1清流でもない

し樹もまばらで葉は砂ぼこりで舳こやけていて何も

遼くテヘラング)街からくるばどの所と愁恩えないがそ

れは水や樹木に対する感覚の相違であるう加

やがてダムに積く珀ダムはばとんど知戎しており

凋弼の不用になった殺備などを取り片づけていたそ

の高き郷O蛾で背後にすでに切ぐらい貯水されていた由

緒電所は目下達識巾で冒並製の発電機が用いられてお

り最大ど一クの能力はエ夏ヨ000塗Wとのことであるヨ

しかしこのダムの目的は発電よりも膨張するテヘラ

刈吻給水がおもだそうである.

γプヤｰネ部落

おかしなこむかも私はアブヤｰネの部落に…夜泊るこ

細

微遜留)搬摺1嚢糞11罰蓬総だ等

弓怒秘規怒鐵1こ1ま率わ亀

秘いよ書鷲義義

級溺1ま鐙然娑してみごと

驚蕊慈ダ森/考娠刺青は

花繍瀞(言)逐ぷい銘灘郷

於ぬヱの地ヨ嫁勇ミ艦1蒙叙ね

幻夕き芝1…紬･怒

は上言己の東の道から分かれて砂漠ど反対に西汐汕には

いり約1時間谷に沿った遼を紗くと積く｡

村は西から東に流れる川に沿って水の灌激できる高さ

まで畑と果樹園がある.家は土で固めたもので大部�
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夕ノレマシ鋤こ山

鉱山はここから約3C分ぐらいの行程である昔

この付近の地質は古生代白亜紀第三紀の地層で鉱

床は新弗三紀¢)砂礫砦と白亜紀の砂礫岩の境界に沿って

逮入した閃緑斑岩のダイクの中に脈状に胚胎しているも

のである曲この鉱山は.この大戦の帥に㍑ツ人/㍊唱

で発見きれ操業して上部のよい所は掘華グ)くホれており

現在は下部ど残欽をとっている状態であるが昨年この

鉱山でウラ黒ウムが溌屍きれたので私の行りた時は驚

回蟹の調査を実施していた尋調蒼淡は携帯用のガイガ

ｰ計数諸で坑道を嚢獺鏑1に測完し商い所で妙γブルを

とっていた垂

テペ管γの兵籍工場に銅を供給するために現在イ勢

ンσ)銅山は全部陸軍の経営になりている苗ごの鉱山も

北
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鶴夏鰯舜洛蝉シ鉱泌地償略図

鉱山長は中尉さんで鉱石を別ζ大体20～30トンヂヘ

ランの精錬所に幽してい孤しかしこの中にかな管

ウランの當鉱が含まれているので私が調査担蜜者夢)ア

メラ孤一氏は注意したとこる彼もそう恩うが鉱山の担

当が陸軍であるのでどうに暗ならないそうである再

ウ学ン鉱は黒亀のどツチプレントで蝋内の寓鉱部では

パ拶夕苗グ祭シダが鋤勿ウン㍑)導泌管で婁苛⑪⑰c吻ウン

ト以上になり緑位は湖%以上にもなるそうである岳

(鉱孤機漆持旬喬㍑て慧たので分柳1コ)しかし上記のように

上部は掘りつくきれているので鉱量はあまり期待書れ

ない苗碕は鉱彗五ゆクラブで食堂を含めて遠部爆ぐ高

いあ谷調査隊は採鉱地衡各夏名測量婁名自動

車の運転手嚢塙から編成されている昔前の黛名はフ受

ン別エ留学し榔⑪歳前後の元気のよい若者で鉱エ繋省

で嗣に部屋峨法人たちだかも氣帝ずく禽察の紀塾な

だ滅雑談に花秘咲いた圭(難剖婁物灘探査部艦査鎌褒)

むかし反射炉で精鎌が行洲沌仙消そ⑳釣茅§繕父携

檎奮から北の鉱床を見たもの赤い紗磯瀞や鎮叢魚の漏衡禽膚溺秘地質によ暑コ釣が異な

懇脈遼くか蜘質の説破榊汀はく判る

宿舎の東側にみごと刺旬傾構造毒泌える

弼るとき全貴で兇送ってくれた一みんな良い人はか筍で紺の晩諮にきた村の小学狡の校

長さんと(といっても20歳ぐらい)までわざわぎ見送りにきてくれたのには恐縮した�




